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平成３１年度 入学者募集要項 
                       熊本県立玉名工業高等学校 

Ⅰ 前 期 （ 特 色 ） 選 抜  
１ 出願資格 

入学を志願できる者は、次の(1) 、(2) をともに満た

していることを中学校又はこれに準じる学校（以下、

「中学校」という。）の校長が確認した者で、かつ、

(3)～(5)のいずれかに該当する者とする。 
(1) 前期（特色）選抜において本校校長が定めた重視す

る観点を理解し、希望する者 

「本校が重視する観点」次の①及び、②または③を満
たす者。 
① 産業界に貢献できる人材育成を目標とする本校の
教育活動及び専門教科に対する興味・関心を有する
者｡ 

② 基礎学力が身に付いており、今後も向上心を持っ
て学校生活に取り組み、本校の活性化に貢献できる
者｡ 

③ 生徒会活動や、部活動、ボランティア活動等にお
いて積極的に活動し、入学後も継続して活動するこ
とにより、本校の活性化に貢献できる者｡ 

(2) 合格した場合は、必ず入学する者 

(3) 平成３１年３月に中学校を卒業見込みの者又は中学 

 校を卒業した者 
(4) 平成３１年３月に中等教育学校の前期課程を修了見 

込みの者又は中等教育学校の前期課程を修了した者 

(5) 学校教育法施行規則第９５条の各号のいずれかに該

当し、中学校を卒業した者と同等以上の学力があると

認められた者 

２ 募集人員 

３ 通学区域等 

  通学区域を県下全域とし、学区外となる県外からの出 

願者に入学を許可し得る数は、募集人員の５パーセント 

以内とする。 

４ 出願期間 

  出願期間は、平成３１年１月２１日（月）から１月２４

日（木）までの間、毎日午前９時から午後４時までとし、

最終日は正午までとする。なお、郵送による出願の場合

は、１月２３日（水）までの消印のあるものに限り受け

付ける。また、郵送の場合、返信用切手３９２円分（郵送

料８２円分及び簡易書留の料金３１０円分）貼付、本人の氏

名、郵便番号、住所を記入した返信用封筒（定形）を同

封すること。 

５ 出願手続等 

(1) 受付場所 本校小会議室 

(2) 出願手続 

 ア 出願者による手続 

   出願者は、次の書類を在学する中学校長又は出身

中学校長を経由して本校校長に提出する。 

  (ｱ) 入学願（様式１-(1)本校所定用紙を使用） 

  (ｲ) 受検票（様式２） 

  (ｳ) 写真票（様式３） 

  (ｴ) 自己申告書（様式５） 

   ａ 出願者のうち、欠席日数が１年間で３０日以    

上の者については、自己申告書を提出すること

ができる。ただし、３０日未満の日数であって

も希望する者は提出することができる。 

ｂ 自己申告書（様式５をコピーして使用しても 

可。）は、出願者本人が記入する。 

ｃ 自己申告書は、本人の氏名、郵便番号、住所 

を記入した返信用封筒（定形。切手は不要。） 

を同封のうえ、厳封した後、中学校長に提出す 

る。なお、提出する封筒には、中学校名、氏名 

を記入しておくこと。また、いずれの封筒も出 

願者が準備すること。 

ｄ 中学校長は、自己申告書が提出された場合、 

これを入学願、調査書等とともに、本校校長に 

提出しなければならない。 

ｅ  本校校長は、提出された自己申告書をもって、 

出願者が不利益な取扱を受けることのないよう 

留意する。 

  (ｵ) 県外公立高等学校入学志願についての証明書 

     県外中学校出身者で出願する者は、県外公立高

等学校入学志願についての証明書（様式２０）を

添付しなければならない。 

(ｶ) 入学者選抜手数料 ２，２００円 

    所定事項記入済の現金領収書を添えること。 

    いったん受理した入学者選抜手数料は、理由の   

いかんを問わず返付しない。 

 イ 中学校長による手続 

中学校長は、出願者から提出された上記アの  

(ｱ)～(ｶ)のほか、次の書類を本校校長に提出する。 

  (ｱ) 調査書（様式６） 

ａ 中学校長は、調査書を平成３１年１月２１日

（月）から１月２４日（木）正午までに、本校

校長に提出しなければならない。 

   ｂ 平成３０年３月以前に中学校を卒業した者に    

ついては、当該年度における熊本県立高等学校    

入学者選抜要項による調査書の様式に従って作    

成すること。なお、平成２５年３月以前に中学    

校を卒業した者については、調査書の提出を要    

しない。 

  (ｲ) 成績一覧表（様式７） 

ａ 中学校長は、証明を受けた成績一覧表を平成

３１年１月２１日（月）から１月２４日（木）

正午までに、本校校長に１部提出しなければな

らない。 

学科 募集定員 前期（特色）選抜募集人員

機械科 ８０名 ４０名以内 

電気科 ４０名 ２０名以内 

電子科 ４０名 ２０名以内 

工業化学科 ４０名 ２０名以内 

土木科 ４０名 ２０名以内 
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ｂ 平成３０年３月以前の卒業者に関する成績一

覧表については、過去に当該教育事務所長等に

審査、証明を受けたものの写しに出身中学校長

による原本証明をしたものでもよい。この場合

は、当該教育事務所長等への提出を省略するも

のとする。なお、平成２５年３月以前に中学校

を卒業した者については、成績一覧表を作成す

る必要はない。 

ｃ 県外の中学校長は、成績一覧表を平成３１年

１月２１日（月）から１月２４日（木）までに

熊本県教育委員会（熊本市中央区水前寺６丁目

１８番１号、熊本県教育庁教育指導局高校教育

課長宛て）及び本校校長に、各１部提出しなけ

ればならない。なお、詳細については、Ⅳ県外

からの出願を参照のこと。 
  ウ 高等学校長による手続 

    本校校長は上記アの(ｱ)～(ｶ)を受理した場合は、

受検票を交付する。 

(3) 出願の制限 

      出願は、１学科限りとする。第２志望を申し出るこ

とはできない。 

  (4) 出願変更 

  いったん出願した場合は、変更はできない。 

(5) 出願取消し 

  やむを得ない事情のために出願を取り消す場合は、

平成３１年１月２５日（金）から１月３１日（木）午

後４時までに、本人、保護者及び出身中学校長連署の

うえ、文書で本校校長に届け出なければならない。た

だし、土曜日及び日曜日は除く。 

６ 選抜 
(1) 実施日     平成３１年２月１日（金） 

               午前８時４０分集合（本校体育館） 

(2) 検査場     本校 

(3) 検査内容    作文（9:40～10:20） 

４０分･４００文字程度 

        集団面接（10:40～） 

４～５人１５分程度 

 (4) 選抜方法 

  ア 本校が重視する観点（前記１-(1)）に沿って、受

検者の多様な能力・適性や意欲・関心、努力の成果

等について優れた面を積極的に評価する。 

 イ 入学者の選抜は、出身中学校長から送付された書

類及び面接、作文の結果を資料として総合的な判断

のもとに行う。 

  ウ 具体的な選抜方法等（選抜資料の取扱い等） 

    作文 １割、集団面接 ３割、調査書 ６割 

(5) 受検者の携帯品 

  受検者は、受検票、筆記用具、消しゴム、上履き、

弁当を持参すること。ただし、筆記用具入れ、下敷き、

漢字や英単語等を多数表記している筆記具等、電卓、

計算機能・辞書機能・地図表示機能を持つ時計、移動

通信機器（携帯電話等）等、検査上公正を欠くものの

検査室への持ち込みは許さない。 
(6) その他 

   入学願、調査書及び成績一覧表等の提出書類に虚偽

の事実を発見した場合は、合格発表後であっても、そ

の合格を取り消すことがある。 

７ 選抜結果の通知等 
  選抜結果は、平成３１年２月１２日（火）に、本校校

長から出願者の出身中学校長に通知するとともに、合格

内定者に対しては、出身中学校長をとおして本人に通知

する。ただし、選抜結果の通知書は、出願者の出身中学

校長又はその代理者に手交することができる。 
８ 合格者の発表 
  平成３１年３月１３日（水）に、後期（一般）選抜の

合格者と同時に、本校において受検番号で発表する。 
９ 不合格者の取扱 

(1) 選抜の結果、不合格になった者は、改めて後期（一

般）選抜に出願することができる。なお、本校に再び

出願する場合は、出願に必要な書類のうち、調査書、

成績一覧表を省略するものとする。 
(2) 不合格者の中で自己申告書を提出した者については、   

 その自己申告書を出願者本人宛て、親展便にて返却す

るものとする。 
 

Ⅱ 後 期 （ 一 般 ） 選 抜  

１ 出願資格 

  入学を志願できる者は、本県の前期（特色）選抜又は

中高一貫教育（連携型）に係る入学者選抜に合格した者

以外の者であるとともに、次の(1)から(3)のいずれかに

該当する者とする。 

  (1) 平成３１年３月に中学校を卒業見込みの者又は中

学校を卒業した者 

  (2) 平成３１年３月に中等教育学校の前期課程を修

了見込みの者又は中等教育学校の前期課程を修

了した者 

 (3) 学校教育法施行規則第９５条の各号の一に該当し、     

中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め   

られた者 

２ 入学者選抜の方法 

  (1) 入学者の選抜は、出身中学校長から送付された調査

書、成績一覧表等の書類及び選抜のための学力検査の  

成績等を資料として、本校、学科の特色に応じて、そ

の教育を受けるに必要な能力・適性等を判定して行う。 

  (2) 調査書の各教科の学習の評定と学力検査の成績を選  

抜の主たる資料とする。 

  (3) 身体については、修学不可能と認められる者を除く

ほか、選抜に差等をつける資料としない。 

  (4) 入学願、調査書及び成績一覧表等の提出書類に虚偽  

の事実を発見した場合は、合格発表後であっても、そ

の合格を取り消すことがある。 
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３ 募集人員   
  募集定員 後期（一般）選抜募集人員

機械科 ８０名 
募集定員から前期（特色）
選抜に係る入学者選抜の合
格内定者数を減じた数とす
る。 

電気科 ４０名 

電子科 ４０名 

工業化学科 ４０名 

土木科 ４０名 

４ 通学区域等 

  (1) 通学区域を県下全域とする。 

(2) 学区外の出願者に入学を許可し得る数は、募集人員   

 の５パーセント以内とする。  
５ 出願期間 
(1) 出願期間は、平成３１年２月１３日（水）から２月   

 １８日（月）までの間、毎日午前９時から午後４時ま

でとし、最終日は正午までとする。ただし、土曜日及

び日曜日は除く。なお、郵送による出願の場合は、２

月１７日（日）までの消印のあるものに限り受け付け

る。また、郵送の場合、返信用切手３９２円分（郵送料

８２円分及び簡易書留の料金３１０円分）貼付、本人の氏

名、郵便番号、住所を記入した返信用封筒（定形）を

同封すること。 

 (2)県外から転勤等やむを得ない事情によって、上記の期

間に出願できなかった場合には、入学式当日までに本校

の学区内に保護者とともに確実に転居し、入学後も通学

区域内から通学することが確認できることを条件に、特

例として平成３１年２月２５日（月) から３月１日

（金）午後４時まで受け付ける。なお、この場合、やむ

を得ない事情のため平成３１年２月１８日（月）までに

出願できなかったことを証明する書類を添付すること。 
６ 出願手続等 
(1) 受付場所 本校小会議室 

(2) 出願手続 

 ア 出願者による手続 

出願者は、次の書類を出身中学校長を経由して本

校校長に提出する。 

   (ｱ) 入学願（様式１-(3)本校所定用紙を使用） 

   (ｲ) 受検票（様式２） 

   (ｳ) 写真票（様式３） 

   (ｴ) 自己申告書（様式５）Ⅰ前期（特色）選抜５の 

(2)のアの(ｴ)を参照のこと。 

   (ｵ) 海外帰国生徒等の特別措置適用申請書 

     海外帰国生徒等の特別措置（Ⅵの２を参照のこ

と。）の適用を受けようとする者は、特別措置適

用申請書（様式２１）を添付しなければならない。  

  (ｶ) 県外公立高等学校入学志願についての証明書 

     Ⅰ前期（特色）選抜の５の(2)のアの(ｵ)を参照

のこと。 

(ｷ) 入学者選抜手数料 ２，２００円 

     所定事項記入済の現金領収書を添えること。 
     いったん受理した入学者選抜手数料は、理由の

いかんを問わず返付しない。 

  イ 中学校長による手続 

        中学校長は、出願者から提出された上記アの(ｱ)

～(ｷ)のほか、次の書類を本校校長に提出する。 

(ｱ) 調査書（様式６） 

ａ Ⅰ前期（特色）選抜５の(2)のイの(ｱ)を参照

のこと。ただし、出身中学校長は、調査書を平

成３１年２月２５日（月）から２月２７日

（水）午後４時までに提出するものとする。 

ｂ 前期（特色）選抜で本校に出願し、再び出願

する場合は、調査書の提出を省略するものとす

る。 

   (ｲ) 成績一覧表（様式７） 

    ａ Ⅰ前期（特色）選抜５の(2)のイの(ｲ)を参照

のこと。ただし、出身中学校長は、成績一覧表を

平成３１年２月２５日（月）から２月２７日

（水）午後４時までに提出するものとする。 

    ｂ 前期（特色）選抜で本校に出願し、再び出願

する場合は、成績一覧表の提出を省略するもの

とする。 

    ｃ 県外の中学校長は、熊本県教育委員会（熊

本市中央区水前寺６丁目１８番１号、熊本

県教育庁教育指導局高校教育課長宛て）及

び本校校長に、平成３１年２月２５日

（月）から２月２７日（水）までに各 1 部

提出しなければならない。なお、詳細につ

いては、Ⅳ県外からの出願を参照のこと。 

  ウ 高等学校長による手続 

    本校校長は、提出された上記アの(ｱ)～(ｷ)を受理

した場合は、受検票を交付する。 

(3) 出願の制限 

  出願は、１校限りとする。いったん入学願を提出し

た後には、「出願変更」及び「出願取消し」の場合を

除き、どのような変更（出願期間内に、ある高等学校

への出願を取り下げて、別の高等学校に出願すること

も含む。）も認めない。 

(4) 出願変更  

 ア 出願した高等学校、課程、学科・コースを変更し

たい者は、１回に限り変更することができる。   

 イ 出願変更期間は、平成３１年２月１９日（火）か

ら２月２２日（金）までとし、この期間にウの出願

変更の手続をすべて完了するものとする。受付時間

は、午前９時から午後４時までとし、最終日は正

午までとする。なお、郵送による出願変更は受

け付けない。 

  ウ 出願変更の手続は、次のとおりとする。 

   (ｱ) 異なる高等学校に出願変更する場合 

    ａ 出願変更したい者は、出身中学校長を経て、出

願した高等学校長に、出願変更願（甲）、出願変

更願（乙）と先に交付された受検票を提出し、所

定の欄に証明を受けた出願変更願（乙）と先に提

出した入学願、写真票を受け取る。（自己申告書

を提出した場合は、自己申告書も受け取る。） 

    ｂ 受け取った出願変更願（乙）に、新たに作成    

した入学願、受検票、写真票を添付し、出身中     

学校長を経て、出願変更先の高等学校長に提出し、

受検票の交付を受ける。（自己申告書は新たに作成

し、出願変更先の高等学校長にも提出できる。） 

   (ｲ) 本校の異なる学科に出願変更する場合 
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    出願変更したい者は、出身中学校長を経て、本

校校長に、出願変更願（甲）と先に交付された受

検票に添えて、新たに作成した入学願、受検票、

写真票を提出し、先に提出した入学願、写真票を

受け取るとともに、受検票の交付を受ける。 

 エ 入学者選抜手数料 

   県立高等学校全日制課程から、同校全日制課程又

は他の県立高等学校全日制課程への場合、改めて納

入する必要はない。納入する必要がある場合には、

新たに出願する際に納入すること。 

(5) 出願取消し 

  出願取消しの場合は、平成３１年２月２５日（月）

以後に、本人、保護者及び出身中学校長連署のうえ、 

文書で本校校長に届け出なければならない。 

７ 選抜 
(1) 学力検査 

ア 学力検査日時 
  平成３１年３月６日（水）及び７日（木）の両日、

午前１０時から実施する。 
  午前９時２０分集合（本校体育館） 
イ 検査場 本校 
ウ 学力検査時間割 
日 時限 教科 

開始 
時刻 

終了
時刻

検査
時間

第１日 
３月６日

（水） 

１ 国 語 10:00 10:50 50分

２ 理 科 11:10 12:00 50分

３ 
英 語
（リスニング 

テストを含む｡）

13:10 14:00 50分

第２日 

３月７日

（木） 

１ 社 会 10:00 10:50 50分

２ 数 学 11:10 12:00 50分

エ 配点は、各教科とも５０点とする。 
オ 選抜の手順 

   (ｱ) 各受検者について、学力検査を行った５教科の

検査得点を合計し、合計点の高い順に順位をつけ

る。なお、得点の特別処理は実施しない。 

    (ｲ) 調査書の評定については、次のａ～ｃの手順で

総計点を算出し、総計点の高い順に順位をつける。 

      ａ 学力検査を行う５教科については、教科ごとに、

第１学年及び第２学年の評定に、第３学年の評定

を２倍したものを加えて合計し、さらに、その合

計点を、学力検査の得点を用いて補正する。 

    ｂ 学力検査を行わない４教科については、教科    

     ごとに、第１学年及び第２学年の評定に、第３     

     学年の評定を２倍したものを加えて合計する。 

    ｃ ａで補正した５教科の合計点に、ｂの４教科

の合計点を加えて総計点を算出する。 

   (ｳ) 受検者の中で、(ｱ)の学力検査の順位、(ｲ)の評定

の順位が、ともに募集人員以内にある者を対象に、

第１選考として、その中から合格者を決定する。     

   (ｴ) 第１選考での合格者数が募集人員に満たない場

合、以下の選抜基準により、第１選考の合格者以

外の者の中から残りの合格者を決定する。 

   選抜基準 

学力検査を行った５教科の得点を合計したも
の（２５０点満点）に評定の総計点（１８０点
満点）を加えた総合得点（４３０点満点）の高
い順（ただし、同得点の場合は学力検査順とす
る。）に並べ、総合的に判断し、合格者を決定
する。 

   (ｵ) 選抜においては、第１志望、第２志望、第３志

望の順で優先とする。 

８ 受検者の携帯品 

  受検者は、受検票、筆記用具、消しゴム、定規、コン

パス、上履き、弁当を持参すること。ただし、筆記用具

入れ、分度器付き定規、分度器付きコンパス、分度器、

下敷き、漢字や英単語等を多数表記している筆記具

等、電卓、計算機能・辞書機能・地図表示機能を持つ時

計、移動通信機器（携帯電話等）等、検査上公正を欠く

ものの検査室への持ち込みは許さない。 

９ 合格者の発表 

  平成３１年３月１３日（水）午前９時 

  本校において受検番号で発表する。 

  電話等による合否の問い合わせには、一切応じない。 

10 注意事項  

 入学願の志望学科欄は志望順に第３志望まで記入する

ことができる。 

第３志望については志望学科又は、全科と記入するこ

とができる。ただし、第２志望、第３志望がない場合、

当該志望欄に斜線を引くこと。 

11 不合格者の取扱  

 不合格者の中で自己申告書を提出した者については、

その自己申告書を出願者本人宛て、親展便にて返却する

ものとする。 

Ⅲ 二次募集 

１ 実施学科等 

  合格者数が募集定員に満たない学科について、二次募 

集を実施するものとする。 

２ 出願資格 

  二次募集を出願できる者は、平成３１年度熊本県立公

立高等学校入学者選抜の後期（一般）選抜における学力

検査（以下、「本検査」という。）を受検した者で、出

願時において、本県の公立高等学校に合格していない者

とする。ただし、本検査で受検した本校の同一学科（第

１志望に限る。）に出願することはできない。 

３ 募集人員 

  募集定員から、前期（特色）選抜、後期（一般）選抜の合

格者数を減じた数とする。 

４ 出願期間 

平成３１年３月１４日（木）から３月１８日（月）ま

での間、毎日午前９時から午後４時までとし、最終日は

正午までとする。ただし、土曜日及び日曜日は除く。な

お、郵送により出願する場合は、出願者の住所、氏名を

記入し、３９２円分切手（郵送料８２円分及び簡易書留の料

金３１０円分）を貼った返信用封筒（定形）を同封のうえ、

－ 4－
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３月１７日（日）までの消印となるよう投函すること。 

５ 出願手続等 

 (1) 二次募集の志願者は、入学願（二次募集）（様式

１５）に入学者選抜手数料（２，２００円）を添えて、

出身中学校長を経て本校校長に提出（出願期間内に必着

のこと。）し、二次募集受付票（様式１６）を受領する。

なお、自己申告書は希望すれば提出できる。 

 (2) 出願は、１学科限りとする。 

 (3) 中学校長は、当該志願者が本検査を受検した県立高

等学校の校長に、後期（一般）選抜学力検査成績証明

書等送付願（様式１７）を提出する。（出願期間内に

必着のこと。） 

 (4) 上記(1)において、郵送により提出する場合には、  

出身中学校長及び本校校長は、次の手続をとること。 

  ア 中学校長は、本校校長あてに入学願及び定額小為

替証書（入学者選抜手数料分）を３月１７日（日）

までの消印になるよう投函し、本校校長あてに入学

願のコピー及び定額小為替証書のコピーを３月１８日

（月）正午までにファクシミリで送信すること。 

  イ アで、中学校長からファクシミリを受け取った本   

校校長は、折り返し中学校長あてに二次募集受付票を

ファクシミリで送信する。さらに、面接を実施しない

場合は、志願者に二次募集受付票を送付し、面接を実

施する場合は、志願者に受付票を送付せず、面接当日

に本人であることを確認のうえ、直接手渡す。 

  ウ イで、本校校長からの二次募集受付票のファクシ   

ミリによる送信を受けた中学校長は、志願者に面接の

有無、日時を連絡するとともに、志願者に連絡がとれ

次第、本校校長に連絡済みの電話連絡を行うこと。 

 (5) 上記(3)において、郵送にて提出する場合は、中学

校長は、当該志願者が本検査を受検した県立高等学校  

の校長あてに後期（一般）選抜学力検査成績証明書等

送付願を３月１７日（日）までの消印となるよう投函

するとともに、３月１８日（月）正午までに、後期

（一般）選抜学力検査成績証明書等送付願をファクシ

ミリで送信すること。 

６ 選抜 

 (1) 入学者の選抜は、調査書、本検査の結果等を資料と  

して、本校、学科の特色に応じて、その教育を受ける  

に必要な能力・適性等を判定して行う。 

 (2) 出願者は面接の有無について二次募集受付票で確認  

をするとともに、面接が実施される場合は、二次募集  

受付票を持参すること。 

 (3) 入学願等の提出書類に虚偽の事実を発見した場合は、

合格発表後であっても、その合格を取り消すことがあ

る。 

７ 選抜結果の通知等 

  選抜結果について、平成３１年３月２０日（水）に、出

願者に郵送で通知（様式１８）するとともに、出身中学校

長に通知（様式１９）する。 

８ 不合格者の取扱 

  不合格者の中で自己申告書を提出した者については、

その自己申告書を出願者本人宛て、親展便にて返却する

ものとする。 

Ⅳ 県外からの出願 

 １ 県外中学校出身者で本校に出願する場合 

  (1) 県外中学校出身者で本校に出願する者は、前期（特

色）選抜においては、この要項のⅠ前期（特色）選抜

５の(2) に示した必要書類等を、後期（一般）選抜に

おいては、この要項のⅡ後期（一般）選抜６の(2) に

示した必要書類等を本校校長に提出すること。 

  (2) 当該中学校長は、成績一覧表（様式７）について

は、熊本県教育委員会及び本校校長に各１部を、前

期（特色）選抜においては平成３１年１月２１日

（月）から１月２４日（木）までに、後期（一般）

選抜においては平成３１年２月２５日（月）から２

月２７日（水）までに提出しなければならない。な

お、様式については本校校長に問い合わせること。ま

た、当該教育事務所長の証明はなくてもよい。 

  (3) 書類不備の場合、入学願は受け付けない。 

  (4) 出願に当たっての必要な書類は、本校に請求する

こと。

Ⅴ 障がいがある受検者への配慮事項 

 １ 手続の方法等 

  (1) 中学校長は、障がいがあるため、通常の方法により

受検することが困難と認められる者が志願する場合に

は、すみやかに本校校長へ連絡すること。 

  (2) 本校校長は、障がいがあるため、通常の方法により

受検することが困難と認められる者については、県教育

委員会の承認を受けて、検査方法や検査場等について適

切な措置を講じるものとする。 

 ２ 具体的な配慮 

   検査時間の延長、問題用紙の拡大、英語のリスニングテ

ストにおけるテロップ受検など。 

Ⅵ 海外帰国生徒等の取扱

１ 海外帰国生徒等への配慮事項 

  (1) 中学校長は、海外帰国生徒、中国等帰国生徒及び   

外国人生徒で、特別の配慮が必要と認められる者が

志願する場合には、すみやかに本校校長へ連絡する

こと。 

   (2) 本校校長は、海外帰国生徒、中国等帰国生徒及び

外国人生徒で、特別の配慮が必要と認められる者に

ついては、県教育委員会の承認を受けて、検査時間

の延長など、検査方法や検査場等について適切な措

置を講じるものとする。 

 ２ 後期（一般）選抜における海外帰国生徒等の特

別措置 

  (1) 資格 

    次のア～ウのいずれかに該当する海外帰国生徒
－ 5－
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等で、特別措置による受検を希望する者｡ 

   ア 中国等帰国生徒で、原則として、帰国後小学校４

年以上の学年に編入学した者、又は帰国時すでに学

齢を超過していてわが国の小・中学校に編入学でき

なかった者で、平成２５年４月１日以降に帰国した

者｡ 

   イ 外国人生徒で、原則として、入国後小学校４年    

以上の学年に編入学した者、又は入国時すでに学

齢を超過していてわが国の小・中学校に編入学で

きなかった者で、平成２５年４月１日以降に入国

した者｡ 

ウ 海外帰国生徒で、原則として、在外教育施設

（日本人学校等）以外の学校に引き続き１年以上

在学し、かつ、平成２８年４月１日以降に帰国し

た者｡ 

 (2) 特別措置の内容 

   ア ５教科（国語、社会、数学、理科、英語）の

中から志願者があらかじめ選択した３教科の学

力検査と、作文及び面接を実施する。 

   イ 作文は、出願者の適性や意欲・関心等をみる

ために、８００字、５０分で実施する。 

  (3) 募集人員は、募集人員枠内で若干名とする。 

  (4) 出願手続等 

   ア 出身中学校長は、（１）のア～ウのいずれか

に該当する海外帰国生徒等で、特別措置による

受検が必要と認められる者が受検を希望する場

合には、すみやかに本校校長に連絡すること。 

イ この特別措置の適用を受けようとする者は、

出身中学校長を経由して、海外帰国生徒等の特

別措置適用申請書（様式２１）を入学願ととも

に本校校長に提出すること。 

   エ 本校校長は、上記申請書の提出があった場合

は、その内容を審査し、県教育委員会の承認を

受けて、特別措置を実施するものとする。    

Ⅶ 郵送による個人情報提供 

 出願者の希望があれば、次のとおり、郵送による個人情

報の提供を受けることができる。 

１ 提供する個人情報 

  平成３１年度熊本県立高等学校入学者選抜の後期（一

般）選抜における学力検査の教科別得点及び合計得点 

２ 提供を希望できる者 

  上記１の学力検査の出願者本人 

３ 提供する期日等 

  平成３１年３月２２日（金）から平成３１年３月２７日

（水）までの間に、本校から本人宛て簡易書留にて発送する。 

４ 提供を希望する際の手続き等 

 (1) 個人情報の提供を希望する出願者は、提供希望願

（様式２２）及び返信用封筒（長形３号）を、入学願

とともに本校校長に提出すること。なお、返信用封筒

には、出願者本人の住所、氏名を記入し、返信用切手

３９２円分（郵送料８２円分及び簡易書留の料金３１０円

分）を貼ること。 

 (2) 出願変更をする場合は、出願者は、先に提出した本

校校長から、提供希望願及び返信用封筒を受け取り、

新たに出願変更する高等学校長に提出すること。 

５ 留意事項 

 (1) 提供希望願（様式２２）の用紙は、中学校において

作成すること。 

 (2) 中学校長は、入学願及び提供希望願により、提供の

希望の有無を確認すること。さらに、返信用封筒の宛

名が出願者本人であり、宛先が出願者本人の住所であ

ることを入学願により確認すること。また、切手の貼

付の有無も確認すること。 

Ⅷ 合 格 者 説 明 会 ・ 制 服 等 採 寸 ・ 学 費 な ど の 概 要
１ 合格者説明会 

平成３１年３月２５日（月） 

午後１時受付、１時３０分開始 

   保護者同伴で体育館へ集合のこと。 

   無断で欠席すると合格を取り消すことがある。 

２ 制服等採寸 

平成３１年３月１３日（水）９：００～１２：００ 
上記時間内に随時採寸（生徒本人のみで可） 

※購入の予定がない者も来校し、確認を行うこと。 

３ 学用品等の販売 

  平成３１年３月２９日（金）１１：００～１３：００ 
昨年度金額：制服（冬用）男子  ３３，２４０円 

ああああああああああああああ 女子  ３４，１９０円 

      体育用品     ２０，１６０円 

      通学用バッグ    ４，２００円 

４ 入学時に必要な費用 

 昨年度金額 

入学金     ５，６５０円   

 

  教材費等 約３９，３５０円～５９，３５０円   

教科書代 約１５，０００円～２０，０００円 

（教材費等、教科書代は、科によって異なる。） 

  上記金額に制服、体育用品、通学用バッグの代金は含

まれない。 
５ 授業料について 

  県民税・市町村民税所得割額（保護者の合算）で５０

万７，０００円以上の場合、授業料（月額９，９００

円）を徴収することになる。 

６ 毎月の校納金（予定） 

団体費４，２５０円（ＰＴＡ会費、後援会費等） 

７ 奨学金制度について 

各種奨学金制度もあります。御希望の方は合格者説明

会にて連絡をする。 
※予約奨学生の申込が中学校で済まれている方は３月２５

日（月）合格者説明会の日程終了後、本校での手続きが

必要になる。（詳細については、係が連絡する。） 
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